
１．はじめに

　本稿の筆者は大学の教養科目「スポーツ演習（バレーボール）」を2017

年度より担当している。シラバスには授業の目標として「バレーボールを

生涯スポーツとして楽しむことが出来るようになること」を挙げた。授業

の直近３年間の履修者数は、2019年度56名（後期金曜３限29名、後期金曜

４限27名）、2020年度46名（後期金曜３限30名、後期金曜４限16名）、2021

年度65名（前期金曜３限33名、後期金曜３限32名）であった。授業内容は、

１人の教員が多数の学生に対応するため安全面を優先して、ゲーム中心に

行った。具体的には、受講者が希望したレベル別に２コートに分かれて、「勝

負に強く拘ること」よりは「受講者同士がバレーボールを楽しみながらコ

ミュニケーションを取ること」を目的とした。その結果、授業評価アンケー
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トでは不満があるような回答は少なかったが、技術練習をして上手くなり

たいとの意見も少数ながらあった。

　ところで、岩田（2016）が小学校中学年のバレーボールのようなネット

型のゲームの体育授業について「やみくも（無意図的）に返球を繰り返す

ことが珍しくないのは、子どもたちの能力段階において難易度の高すぎる

ボールコントロールの技能を要求している傾向が強いからであろう。」と

述べている。大学体育授業においても同じ理由で、ミスをしてチームに迷

惑をかけたくないという気持ちが強いために、難易度の高いスパイクを打

たずに安全策をとってパスで相手コートに返球するということが起きている。

　合田ら（2008）は中学校の体育授業でのバレーボールがもつ楽しさにつ

いて、「ラリーが続くこと，スパイクによる得点が決まること，レシーブ

がうまくできること，トスがうまくできること，サーブがきまることなど

がある。その中でも，特に男子においてはスパイクを打ちたいと思ってい

る生徒が多く，ゲームにおいてスパイクによる得点が決まったときは大き

な歓声が上がる」と述べている。大学体育授業はそのスポーツ種目を選択

して受講しているため、男子だけでなく女子においても「スパイクによる

得点が決まること」に対する興味は高いと考える。そのような理由で授業

内容にスパイク練習を取り入れることを考えた。

　文部科学省（2016）は「大学体育は、高等学校までの学校体育と比較し

て、スキーやゴルフ、ボウリング、ボルダリングなどより多様な種目を積

極的に教育の場に導入し、教材研究を重ねてきた。このような取組がスポー

ツ人口の拡大に寄与してきたと考えられる。」と大学体育における実践研

究の重要性を述べている。さらに、高橋（2018）は体育スポーツ分野にお

ける実践研究を「実証研究」と「事例研究」に分け、「『事例研究』とは『自

分が興味を持っているテーマについて、ある実践を行い、それを検証し、テー

マに対する仮説を得ること』が目的である。」と述べている。筆者は高等

専門学校の体育授業でパフォーマンス発揮の要素を考慮したチーム分けを

行った実践研究を行った。（廣瀬ら，2009）しかし、大学体育授業におけ
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るバレーボールの技術に関する実践研究は行われていないのが現状である。

　そこで本稿は、大学体育授業受講者にバレーボールのスパイク練習につ

いてのアンケート調査を行い、その結果を報告すると共に「今後の授業内

容の改善」に役立てることを目的とした。

２．方法

２.１．対象者

　2021年度後期に白鷗大学で開講された「スポーツ演習B（バレーボール）」

の受講生32名（男子20名、女子12名）を対象者とした。対象者にはオリエ

ンテーション時に現在の技術レベルと参加したいゲームのレベルについて

アンケートを行った。技術レベルは「松」：部活動でバレーボールを経験

した、「竹」：サーブとレシーブはある程度できる、「梅」：基本的な技術か

ら教えてもらいたいとした。参加したいゲームはレベルを上級者および中

級者向けの「ガチンコ」と初級者および初心者向けの「レクリエーション」

に分けてA（ガチンコレベルに参加したい）、B（レクリエーションレベ

ルの手伝いをしてもいい）、C（レクリエーションレベルに参加したい）

とした。それぞれの人数の内訳を表に示した。（表１～３）

表１　対象者の学年と性別

４年生 ３年生 ２年生 １年生 計

男子 ３ １ 10 ６ 20

女子 ３ ０ ２ ７ 12

計 ６ １ 12 13 32

数値は人数で表記した。
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２.２．授業内容

　第１回はオリエンテーションとしてシラバスの内容確認をオンデマンド

授業（WebClass：e-Learningシステム）で行った。第２回から第７回ま

でを授業期間前半として技術練習と練習ゲーム、第８回から第15回までを

授業期間後半としてウォーミングアップの後に公式ゲームを行った。授業

期間前半（第７回授業）終了後に「スパイクに関するアンケート調査」を

行った。（表４）

表２　対象者の技術レベル

松 竹 梅 未回答 計

男子 １ 15 ４ ０ 20

女子 ４ ７ ０ １ 12

計 ５ 22 ４ １ 32

数値は人数で表記した。

表３　対象者の参加したいゲーム

A B C 未回答 計

男子 ５ ４ 11 ０ 20

女子 ３ ５ ３ １ 12

計 ８ ９ 14 １ 32

数値は人数で表記した。
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２.２.１．ウォーミングアップ①

　運動習慣のある受講生が少なかったため、傷害予防として柔軟性を獲得

する目的で静的ストレッチングと敏捷性および平衡性を獲得する目的で動

的ストレッチングと補強運動を行った。

　練習①から練習③はS＆Dバレーボール教室（2019,2021）の動画を参考

にして筆者が考案した内容で行った。上記の動画はWebClassで受講生に

紹介した。

２.２.２．練習①

　スパイクの動きでジャンプをして、バドミントンのシャトルをネットの

表４　授業内容

アンケート調査

授業回 授業前半 授業後半

授業
期間
前半

第 1 回 オリエンテーション（オンデマンド）

練習ゲーム
（5 分× 6 セット）

第 2 回 ウォーミングアップ①・練習①

第 3 回 ウォーミングアップ①・練習①

第 4 回 練習②・練習③・練習④・練習⑤

第 5 回 練習②・練習③・練習④・練習⑤

第 6 回 練習②・練習①・練習③・練習④

第 7 回 練習②・練習①・練習③・練習④

授業
期間
後半

第８回
～

第15回
ウォーミングアップ②

公式ゲーム
（5 分×8セット）
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上から相手コートに叩きつけるように投げた。ポイントとして助走と腕の

振りを伝えた。助走は「左足を前に出した状態からの１歩助走か３歩助

走」、「右足を前に出した状態からの２歩助走」のやり易い方を選ばせた。

腕の振りは「両足で踏み切る時に後方に引いた腕を上に引き上げる」こと

を意識させた。（図１）

図１　練習①

２.２.３．練習②

　手で持ったボールをネットの上に置いてもらい、そのボールをジャンプ

をしてスパイクした。ポイントは練習①での動きを再現することを意識さ

せた。（図２）

図２　練習②
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２.２.４．練習③

　「手で上げてもらったボールをスパイクする」と「トスされたボールを

スパイクする」の希望する方に分かれて行った。ポイントは練習①および

練習②での動きを再現することを意識させた。（図３・図４）

図３　練習③　手で上げてもらったボールをスパイクする練習

図４　練習③　トスされたボールをスパイクする練習

　練習④はバレーボールが上達する練習メニュー（2016）を参考にして筆

者が考案した内容で行った。
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２.２.５．練習④

　バレーボールの実践的な練習である３メンを行った。３メンは「①バレー

ボールコートの半分を使い、１人がネット近くに立ちます。②そして練習

する３人が後衛の３つのポジションに入ります。③ネット近くにいる選手

が中心となってボールを投げたりスパイクを打って、後衛のポジションに

いる３人がボールを返します。④１回でネット近くに返らなかった場合は、

残りの２人がサポートして、２回・３回触ってでもボールをネット近くに

返します。」（バレーボールが上達する練習メニュー，2016）と説明し、そ

のポイントは「①後衛の動きを覚えること。②周りのチームメイトとの連

携を考えて動くこと。③つなぎのプレーを身につけること」と伝えた。図

の４人の役割は、⓪がセッター、①がセンター、②がレフト、③がライト

として説明する。第２回と第３回授業はセッターがスパイクを打ったまた

はトスを上げたボールをセンター、レフト、ライトが球出しに戻すことを

続けるという練習を行った。（図５）

 

図５　練習④　３メン（第２回・第３回授業）

　第６回と第７回授業ではセッターがセンターにスパイクを打つまたはト

スを上げたボールをセッターにレシーブで返し、セッターはレフトかライ

トにトスを上げ、そのボールをスパイクのイメージでジャンプして軽く手

に当てて球出しに戻すことを続けるという練習を行った。（図６）

0

1
2 3

0

1
2 3

0

1
2 3

－ 110 －



大学体育授業におけるバレーボールの
スパイク練習についての実践研究①

図６　練習④　３メン（第６回・第７回授業）

　練習⑤は合田ら（2018）を参考にして筆者が考案した内容で行った。

２.２.６．練習⑤

　実際の試合に応用するために、練習④を相手コートから打たれたサーブ

やスパイクに対して行った。練習④ではスパイクを球出しに返したが、こ

の練習では相手コートに打ち返した。（図７）

　しかし、この練習はレシーブがうまくセッターに返らなかったため、ス

パイクまで繋がらず、効果的な練習にはならなかったためアンケート項目

から除外した。

図７　ポジションの配列と役割、合田ら（2018）P218より引用
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２.２.７．練習ゲーム

　ウォーミングアップまたは技術練習の後に希望するレベル（ガチンコレ

ベルとレクリエーションレベル）に分かれて２か所で行った。ゲームの進

行を合わせるために時間制（５分×６セット）で行い、同点の場合にはデュー

スとして２点差がつくまで続けた。チームは２人組でじゃんけんをして勝っ

たチームと負けたチームに分けた。セット終了ごとに同様の方法でチーム

を変えた。

　ガチンコレベルは通常のバレーボールのルールで行い、レクリエーショ

ンレベルは①サーブミスは得点とならず、サーブ権の移動だけ起こる。②

相手コートに４回の触球までで返せばプレーは続く。③チームの人数が７

名以上になった場合には前衛４人（セッター１人）後衛３人とする。とい

うルールにした。

　ネットはガチンコレベルとレクリエーションレベルで支柱の長さを変え、

それぞれ図のような高さにした。（図８・図９）

 　　　　　　　　　 

図９　
レクリエーションレベルの

ネットの高さ

図８
ガチンコレベルの
ネットの高さ
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２.５.８．ウォーミングアップ②

　各自で選択した技術練習（５分）とスパイク練習（５分）、サーブ練習（５

本）を行った。

２.２.９．公式ゲーム

　ウォーミングアップの後に練習ゲームと同じやり方で行い、セット数の

み８セットにした。

　毎時間、個人で取得したセット数（勝ち数）を記録して個人記録とし、

成績評価の一部とした。

　参考として直近２年間における勝ち数の状況を表とヒストグラムで示し

た。（表５・図10～13）なお、予定していた８回の公式ゲームの日を急遽

遠隔授業に変更したこともあったため、総セット数が異なっており、さら

に欠席がある履修者を除外したため総数は表のようになった。

表５　公式ゲームの総人数と総セット数

総人数 総セット数

2021 年度後期金曜３限 20 48

2021 年度前期金曜３限 25 56

2020 年度後期金曜３限 27 40

2020 年度後期金曜４限 14 40

数値は人数とセット数で表記した。
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２.５．アンケート調査

　対象者に対して第７回授業時にアンケート調査の説明を口頭で行い、オ

ンデマンド（WebClass）で回答の回収をした。回収期間は2021年11月19

日15時から2021年11月26日19時であった。アンケート調査は無記名で行い、

協力しない場合でも成績等で不利益を被ることはないこと、個人を特定す

るようなことはしないこと、得られた情報は研究論文を作成し研究誌に投

稿する目的のために使用すること、それ以外では使用しないことを明記し、

アンケートの質問項目に同意の有無の回答を設けた。アンケートの協力に

同意をしてすべての質問に回答した24名を分析対象者とした。

　アンケートの四者択一式と自由記述式の質問を以下に示す。

　　【質問１】アンケートに関する説明を読んで、同意しますか。

図10　
2021年度後期金曜３限

図13　
2020年度後期金曜４限

図12　
2020年度後期金曜３限　　

図11　
2021年度前期金曜３限
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　　【質問２】 「バドミントンのシャトルを使った練習」でアタックを打つ

技術が上がったと思いますか。

　　【質問３】 【質問２】で「思う。」と答えた人は良かった点を、「思わな

い。」と答えた人は改善点についてキーワードを使って書い

てください。キーワードは全部使わなくてもかまいません。

（キーワード）スパイク　ジャンプ

　　【質問４】 「持ってもらったボールを打つ練習」でアタックを打つ技術

が上がったと思いますか。

　　【質問５】 【質問４】で「思う。」と答えた人は良かった点を、「思わな

い。」と答えた人は改善点についてキーワードを使って書い

てください。キーワードは全部使わなくてもかまいません。

（キーワード）スパイク　ジャンプ　タイミング　ボール

　　【質問６】 「トスを上げてもらったボールを打つ練習」でアタックを打

つ技術が上がったと思いますか。

　　【質問７】 【質問６】で「思う。」と答えた人は良かった点を、「思わな

い。」と答えた人は改善点についてキーワードを使って書い

てください。キーワードは全部使わなくてもかまいません。

（キーワード）スパイク　ジャンプ　タイミング　ボール

　　【質問８】 「３メンでアタックを打つイメージ練習」でアタックを打つ

技術が上がったと思いますか。

　　【質問９】 【質問８】で「思う。」と答えた人は良かった点を、「思わな

い。」と答えた人は改善点についてキーワードを使って書い

てください。キーワードは全部使わなくてもかまいません。

　　　　　　　（キーワード） スパイク　ジャンプ　タイミング　ボール　

トス　レシーブ

　四者択一式の質問の選択肢は、「思う」「思わない」「やらなかった」「そ

の他」とした。

　結果は、四者択一式は人数を集計し、自由記述式は代表的な意見を示し、
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さらに回答が多かったものはテキストマイニングで抽出語リスト表と共起

ネットワーク図を作成し、計量テキスト分析を行った。テキストマイニン

グはKH Coder（Ver．３．Beta．04a）を使用した。計量テキスト分析につ

いては樋口（2020）が「『テキストマイニング』とよばれる比較的新しい

技術を活用しつつ、伝統的な内容分析（content analysis）の考え方を実

践に活かす点にある。自動要約ではなく分析を行うという以上は人間の判

断や独創性が不可欠である。」としている。さらに町田（2019）はテキス

トマイニングの活用について「分析結果の公表の際にはどのような処理を

行ったかを詳細に記述することが求められると考える。」と述べている。

その考えに則り、以下に本研究で行ったテキストデータに行った処理を示す。

　分析に採用した文は文意を変えないように留意した上で単語表現の統一

および文表現の変更を行った。その理由は、本稿の目的である「今後の授

業内容の改善」に主眼を置き、同じ意見でも回答者によって表現が異なっ

ている場合にその表現を統一したほうが目的に沿うと考えたためである。

単語表現の統一は「バレー」を「バレーボール」、「撃つ・うつ」を「打つ」、

「飛ぶ」を「ジャンプする」、「掴める（掴む」」を「掴めた」とした。文表

現の変更は明らかに必要または間違いであると考えた語句を追加および修

正して、「良かった点」と「改善点」に分けた。さらに「良かった点」であっ

ても「改善点」と判断した文は移動させた。具体的な例として「良かった

点」にあった「最初に踏み込みから教えてもらいシャトルを使ったフォー

ム練習はとてもいいと思いました。でもやはりバレーは試合中でトスから

スパイクという点で合わせるものになってしまうので、シャタルだと自分

がタイミングになってしまうので試合になるとズレで撃てなかったりして

しまうのではないかと思ってしまいました。」（原文ママ）を「最初に踏み

込みから教えてもらいシャトルを使ったフォーム練習はとてもいいと思う。」

と「バレーは試合中でトスからスパイクという、点で合わせるものになっ

てしまうので、シャトルだと自分のタイミングになってしまうので試合に

なるとズレで打てなかったりするのではないかと思う。」の２文に分け、
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後者を「改善点」の意見とした。さらにテキストデータの前処理（語の取

捨選択）で「複合語」と判断された単語を「強制抽出語」として指定した。

さらに、町田（2019）がLindlof, T. R. & Taylor, B. C.（2011） からの引用

として述べている「人間の手による分析であれば、文末の「思う」はおそ

らくほとんど注目されなかったであろう。しかしテキストマイニングの場

合はコンピュータに対して明確に指示をしなければ、他の動詞と同じ処理

を行い、結果としてデータ全体の中で最もよく使われる単語として検出さ

れ、ネットワークやクラスター分析など他の分析結果に反映されていくの

である。そのことを認識した上でインポートの前に「思う」を除外するか

残すかの判断をする必要がある。」を参考にして、テキストデータの前処

理（語の取捨選択）で「使用しない語」として「思う」を指定し、除外し

た。さらに、同様の理由で「感じる」「良い」「気がする」も除外した。加

えて、主語として「スパイク」を入れている文とあえて入れずに回答して

いる文があったと判断したためそれも除外した。

－ 117 －



廣瀬文彦・齊藤武利

３．結果

３.１．アンケート調査に対する協力

　質問１で「アンケート調査の協力」について、分析対象者（24名）の同

意を得た。

３.２． 三者択一式の回答結果

　三者択一式の回答結果を以下に示す。（表６）

表６　三者択一式の回答結果

３.２．「バドミントンのシャトルを使った練習」に対する回答

３.２.１．良かった点

　分析対象文は「回答者が複数の文で答えている」および「未回答の回答

者がいた」こともあり17文であった。

　「複合語の検出」で現れた「スパイク練習」、「ジャンプ力」、「ネット下」、

「基本的」を「強制抽出する語」に指定した。

　自由記述式の回答結果を抽出語リスト表と共起ネットワーク図で示し

た。（表７・図14）

　共起ネットワーク図は「出現数による語の取捨選択」で最小出現数を２

思う 思わない やらな
かった その他 未回答

練習① 17 6 0 0 1

練習② 15 0 6   1※ 1

練習③ 21 0 1 0 1

練習④ 17 4 1 0 1

数値は人数で表記した。
※は「部分的にそう思う」であった。
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とし、「最小スパニング・ツリーだけを描画」「強い共起関係ほど濃い線に」

「グレースケールで表現」を選択した結果５グループに分かれた。

表７　抽出語リスト（良かった点）

 

図14　共起ネットワーク図（良かった点）

抽出語 出現数 抽出語 出現数 抽出語 出現数

ジャンプ 9 掴める 6 身 3

打つ 8 感覚 5 投げる 3

タイミング 6 シャトル 3 練習 3

数値は出現頻度で表記した。
出現数３以上を示した。
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　共起が強いグループの解釈は回答内容も考慮して（１）「ジャンプのタ

イミングが分かった。」（２）「ボールを打つことが身についた。」（３）（４）「シャ

トルを投げることで（スパイクの）感覚が掴めた。」（４）「（スパイクを）

意識した練習であった。」と読み取ることが出来た。

３.２.２．改善点

　三者択一式の回答結果で「思わない」と回答し、理由の記載があった５

名（１名は未回答）と「思う」と回答したが改善点であると判断した２名

の文の要旨を表に示す。（表８）

表８　自由記述式回答結果

　表７より改善点として（１）「シャトルを投げる動きはスパイクの動き

とは違う。」（２）「スパイクの際のジャンプのタイミングがわからない。」

が挙げられた。

改善点

① シャトルを投げることはスパイクの動きと違う。

② シャトルが軽すぎてスパイクの動きと違う。

③ シャトルは自分のタイミングで投げるが、スパイクは点で合わせる
ので動きが違う。

④ スパイクはボールを手に当てて打つのでシャトルを投げる動きと違
う。

⑤ ボールを使って腕の振りや助走とジャンプのタイミングを合せる練
習をした方がいい。

⑥ ジャンプのタイミングを合わせる練習を増やした方がいい。

⑦ ジャンプのタイミングは他の練習も組み合わせるといい。
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３.３．「持ってもらったボールを打つ練習」に対する回答

３.３.１．良かった点

　分析対象文は「回答者が複数の文で答えている」および「未回答の回答

者がいた」こともあり18文であった。

　「複合語の検出」で現れた「スパイカー」、「最高地点」、「実戦形式」、「素

人セッター」、「丁寧さ」を「強制抽出する語」に指定した。

　自由記述式の回答結果を抽出語リスト表と共起ネットワーク図で示し

た。（表９・図15）

　共起ネットワーク図は「出現数による語の取捨選択」で最小出現数を２

とし、「最小スパニング・ツリーだけを描画」「強い共起関係ほど濃い線に」

「グレースケールで表現」を選択した結果５グループに分かれた。

表９　抽出語リスト（良かった点）

抽出語 出現数 抽出語 出現数 抽出語 出現数

打つ 14 合わせる ４ 人 ３

ボール ７ 位置 ３ 練習 ３

タイミング ６ 感覚 ３

ジャンプ ５ 自分 ３

数値は出現頻度で表記した。
出現数３以上を示した。
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図15　共起ネットワーク図（良かった点）

　共起が強いグループの解釈は回答内容も考慮して（１）（２）「止まって

いるボールを打つことで自分のタイミングでジャンプすることが身になっ

た。」（１）（３）「止まっているボールを打つことでスパイカーは（ボール

に）合わせることが出来た。」（４）（６）「（トスされたボールは）人によっ

て違うが、（止まっているボールで）位置を把握する練習になった。」（５）

「（ボールを当てる）手の感覚を覚えることが出来た。」と読み取ることが

出来た。

３.３.２．改善点

　三者択一式の回答結果で「思う」、「やらなかった」、「その他（部分的に

そう思う）」と回答し、その理由で「改善点」と判断した理由の記載があっ

た３名の文の要旨を表に示す。（表10）
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表10　自由記述式回答結果

３.４．「トスを上げてもらったボールを打つ練習」に対する回答

３.４.１．良かった点

　分析対象文は「回答者が複数の文で答えている」および「未回答の回答

者がいた」こともあり24文であった。

　「複合語の検出」で現れた「スパイカー」、「オーバートス」、「実戦的」、

「距離感」を「強制抽出する語」に指定した。

　自由記述式の回答結果を抽出語リスト表と共起ネットワーク図で示し

た。（表11・図16）

　共起ネットワーク図は「出現数による語の取捨選択」で最小出現数を２

とし，「最小スパニング・ツリーだけを描画」「強い共起関係ほど濃い線に」

「グレースケールで表現」を選択した結果５グループに分かれた。

改善点

① 「持ってもらったボールを打つ練習」は「ボールを打つタイミング
を測る練習」と並行することでよりスパイクが打ちやすくなる。

② 実際の試合のように動いているボールを打つ方が感覚を掴みやすい。

③ 実際にボールが動いていないと試合のような感覚にはならず、打つ
タイミングを掴むことは難しい。

④ 投げてもらったボールの方が打ちやすい。
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表11　抽出語リスト（良かった点）

 

図16　共起ネットワーク図（良かった点）

　共起が強いグループの解釈は回答内容も考慮して（１）（２）「動いてい

るボールを打つためのジャンプするタイミングを掴むことが出来た。」（３）

抽出語 出現数 抽出語 出現数 抽出語 出現数

タイミング 11 トス ６ 実践 ４

打つ ９ ボール ６ 出来る ４

練習 ７ 試合 ４

ジャンプ ６ 自分 ４

数値は出現頻度で表記した。
出現数４以上を示した。
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「実際の試合を想定して出来る練習であった。」（４）「トスを上げる人の意

識があった。」（５）（６）「実戦に近く難しいと自分で分かるが、技術の向

上に繋がった。」と読み取ることが出来た。

３.４.２．改善点

　三者択一式の回答結果で「思う」と回答し、その理由で「改善点」と判

断した理由の記載があった２名の文の要旨を表に示す。（表12）

表12　自由記述式回答結果

３.５．「３メンでアタックを打つイメージ練習」に対する回答

３.５．１．良かった点

　分析対象文は「回答者が複数の文で答えている」および「未回答の回答

者がいた」こともあり19文であった。

　「複合語の検出」で現れた「スパイカー」、「イメージ練習」、「緊張感」、

「試合形式」と「３メン」を「強制抽出する語」に指定し、「使用しない語」

に「３メン」を指定した。

　自由記述式の回答結果を抽出語リスト表と共起ネットワーク図で示し

た。（表13・図17）

　共起ネットワーク図は「出現数による語の取捨選択」で最小出現数を２

とし、「最小スパニング・ツリーだけを描画」「強い共起関係ほど濃い線に」

「グレースケールで表現」を選択した結果５グループに分かれた。

改善点

① オーバーハンドのトスだけでなく、アンダーハンドからの二段トス
でもスパイク練習を行えれば、よりスパイクを打てる状況が増える。

② ボールを高くあげたり低くあげたりしてもらえると良い。
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表13　抽出語リスト（良かった点）

図17　共起ネットワーク図（良かった点）

　共起が強いグループの解釈は回答内容も考慮して（１）（３）「（スパイクと）

トス、レシーブをできたので考えて上達出来た。」（２）（５）「スパイカー

とレシーバーがいて実践的にボールを打つことが実際の感覚となった。」（４）

抽出語 出現数 抽出語 出現数 抽出語 出現数

練習 10 トス ５ 技術 ３

打つ ７ 試合 ４

レシーブ ６ イメージ ３

数値は出現頻度で表記した。
出現数３以上を示した。

－ 126 －



大学体育授業におけるバレーボールの
スパイク練習についての実践研究①

「試合の技術がイメージ出来た。」と読み取ることが出来た。

３.５.２．改善点

　三者択一式の回答結果で「思わない」と回答した理由の記載があった４

名の文の要旨を表に示す。（表14）

表14　自由記述式回答結果

　表14より改善点として（１）「実際のスパイクとは違う。」（２）「試合の

時と違う。」（３）「難しすぎる。」が挙げられた。

４．考察

　研究対象者のうちアンケート調査に協力をしたのは32名中24名（75％）

であった。この回収率と四者択一式の回答から、今回の実践研究で行った

練習に対して受講者は好意的な評価であった。そして、研究対象者のうち

バレーボール経験者が５名であったため、回答結果はバレーボール未経験

者の意見であったと考える。

　本稿の目的は「今後の授業内容の改善」に役立てることであるので、そ

れぞれの練習の改善点について考察した。

　練習①から練習④まではバレーボールの技術向上目的のみの練習であっ

改善点

① ネットがないとスパイクの感じと違うので感覚が難しかった。

② スパイクを実際に打たないとジャンプのタイミングは掴めない。

③ 1 本目を取るのかが固定されると、試合のときにその考えが抜けに
くくなってしまう。

④ 難しすぎて出来なかった。
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たため、実際の試合でのスパイクの動きとは違うと感じていた。向上した

技術を実際の試合に応用するために練習⑤を行ったが、レシーブが乱れて

しまったためにスパイクの練習にはならなかった。今後はバレーボール経

験者にレシーバーとセッターを固定してやってもらうか、レシーブはもと

よりトスの技術も向上する練習を行う必要があると考える。

　さらに、授業の目標は「バレーボールを生涯スポーツとして楽しむこと

が出来るようになること」である。やはり、バレーボールを楽しむ為には

技術が向上することよりゲームを楽しむことが重要である。よって、目標

実現の為には「ゲームを楽しむための技術向上である」という認識のもと

に練習内容を考えたい。

５．まとめと今後の課題

１．本稿で行ったスパイク練習の評価は高かった。

２． スパイク練習の内容を改善するためには、レシーブとトスの技術の向

上が必要である。

３． バレーボールの技術が向上することとゲームを楽しむことの関係を調

べる必要がある。

謝辞

　本論文を作成するにあたって、アンケート調査に協力して下さった白鷗

大学2021年度後期「スポーツ演習Bバレーボール」の受講生の皆様のおか

げで本研究を完成させることができました。貴重なご意見をいただいたこ

とに深く感謝します。特にバレーボール経験者として授業運営に協力をし

て下さった石瀧陽菜さん、太田花梨さん、後藤真里さん、佐藤愛華さん、

写真のモデルになってくれた小野口和臣君には特に感謝をしております。

本当にありがとうございました。

－ 128 －



大学体育授業におけるバレーボールの
スパイク練習についての実践研究①

文献

岩 田靖（2016）ボール運動の教材を創る．大修館書店：P47-48
合 田大輔・小林真紀・岡本昌規・高田光代・藤本隆弘・三宅理子・三宅幸信（2008）

みんながスパイクを打てるバレーボールの授業:トスに重点を置いたパターン練習
を中心として．中等教育研究紀要 ／広島大学附属福山中・高等学校：P217・ P218

文 部科学省（2016）大学スポーツの振興に関する検討会議 中間とりまとめ ～大学の
スポーツの価値の向上に向けて～：P10

高 橋仁大（2018）事例研究の論文を書く　福永哲夫・山本正嘉編著　実践研究の考え
方と論文の書き方．市村出版：P182

廣 瀬文彦・石崎聡之・高尾将幸・塩入俊次（2009）保健体育の授業における試合結果
とチーム分けの関係－バレーボールのパフォーマンス発揮の要素に注目して－．小
山工業高等専門学校研究紀要、第41号：P35-38

S ＆Dバレーボール教室（2019）スパイクの助走と腕の振り方の基礎基本！【バレー
ボール】．2022年１月６日 (木) 17:00，URL: https://www.youtube.com/watch?v=F
１qvGXemyMo

S ＆Dバレーボール教室（2021）【激変！】バレー教室での変化がすごかった！
　 【バレーボール】．2022年１月６日（木）16:51，URL: https://www.youtube.com/

watch?v=00H９PcETbdc 
バ レーボールが上達する練習メニュー（2016）３メンの練習メニュー．2022年１月６日
（木）17:44，URL:https://volleyball-practice.com/menu/threeman/

樋 口耕一（2020）社会調査のための計量テキスト分析－内容分析の継承と発展を目指
して－第２版．ナカニシヤ出版：ｐ1

町 田佳世子（2019）質的研究におけるテキストマイニング活用の利点と留意点－活用
研究の検討と頻出単語の特徴をもとに－．札幌市立大学研究論文集，13(1):pp47-53

（本学教育学部非常勤講師）

（本学教育学部教授）

－ 129 －



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


